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日中都市間連携の調整状況 

（公財）地球環境戦略研究機関 

 

１．参加意向を表明している日本側都市 

 中国大気環境改善のための都市間連携協力事業への参加の意向を表明している日本の地

方自治体と、当該自治体が想定する中国側パートナー都市の関係を整理すると表 1のとお

りである（平成 26年 5月末現在）。 

表 1 都市間連携協力への参加の意向を表明している日本の地方自治体と 

当該自治体が想定する中国側パートナー都市 

参加意向を表明している日本

の地方自治体 

想定する中国側パートナー

都市 

両都市の関係 

（友好都市協定締結年） 

東京都 北京市 友好都市（1979年） 

富山県 遼寧省 友好都市（1984年） 

長野県 河北省 友好都市（1983年） 

兵庫県 広東省 友好都市（1983年） 

福岡県 江蘇省 友好都市（1992年） 

川崎市 瀋陽市 友好都市（1981年） 

四日市市 天津市 友好都市（1980年） 

神戸市 天津市 友好都市（1973年） 

北九州市 上海市 

天津市 

武漢市 

唐山市 

北九州市が現地事務所設置 

環境交流都市（覚書あり） 

武漢市から協力要請あり 

唐山市から協力要請あり 
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２．中国側都市等の参加意向 

 都市間連携協力へ参加意向を表明している日本の地方自治体がパートナーと想定する中

国側都市等に対して、個別に都市間連携協力に関する説明とヒアリング等を行っている。

中国側各都市等の参加意向等は表 2のとおりである（平成 26年 5月末現在）。 

表 2 中国側各都市等の都市間連携協力に係る参加意向等 

都市名 都市間連携協力に係る参加意向等 

北京市 ・2014 年 4月に舛添知事が北京市を訪問。 

・現在、東京都との間で協力内容について調整中。 

天津市 ・5 月下旬に四日市市等との間で今年度の訪日研修・専門家派遣の具

体的日程及び内容について調整し、ほぼ合意（専門家派遣 1回以上、

訪日研修 2回）。 

上海市 ・5月中旬に実施した第 4回目の協議結果、今年度は北九州市等から

専門家を派遣するとともに、年度内に 2回の訪日研修（行政管理、モ

ニタリング等をテーマ）を実施することでほぼ合意。 

瀋陽市 ・川崎市とこれまで訪日研修員の派遣など環境分野での交流・協力を

行っているが、大気汚染の分野では予報や発生源解析などの分野での

協力を行うことを希望すると表明。現在川崎市との間で調整中。 

江蘇省 ・4 月下旬に福岡県等との間で今年の訪日研修の具体的内容について

調整し、江蘇省は今年度中に訪日研修団を派遣することを表明、詳細

は今後調整。 

広東省 ・7 月頃に兵庫県が訪問し、PM2.5 成分分析等の分野での協力を協議

予定。 

武漢市 ・日本の北九州市等にミッションを派遣し、大気汚染対策分野を含む

様々な環境分野における日本の取組について勉強する計画。 

環境保

護部 

・TEMM の合意に基づき、日本の提案にあった、日中友好環境保全

センターを中心に中国環境科学研究院等が協力して、プラットフォー

ム機関をつとめることについて、同センターを通じ了解する旨、提案。 

日中友

好環境

保全セ

ンター 

日本側のプラットフォームを確定させ、以下の方針で調整していく。 

①今後とも引き続き緊密に連絡を取り合い、日中友好環境保全センタ

ー側は環境保護部と意思疎通を図り、本事業に必要な資源（組織、人

材等）を組織し事前準備を着実に推進する。 

②2014 年度の進め方の協議を行う中で、日本側と共同して日中各都

市の経験交流（対策技術の紹介等を含む）を行うセミナー／合同研修

を実施する。 

③JICA新規協力プロジェクト(同センターで実施)と連携させて実施。 

 


